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展
覧
会
で
は
他
に

も
首
里
城
銭
蔵
か
ら

発
掘
さ
れ
た
螺
鈿
資

料
の
展
示
や
、「
さ
ま

ざ
ま
な
螺
鈿
」と
題

し
た
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
色
々
な
用
途
や

形
、技
法
の
面
白
い

漆
器
な
ど
も
展
示
し

ま
す
。楽
し
み
な
が
ら
螺
鈿
の
様
々
な
魅
力
に
親

し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

◆
螺
鈿
展
記
念
講
演
会
◆

螺
鈿
の
魅
力

○
講
師　

高
橋
隆
博
氏（
元
関
西
大
学
教
授
）

○
日
時　

平
成
29
年
１
月
22
日（
日
）午
後
２
時
よ
り

○
会
場　

浦
添
市
美
術
館
講
堂　

無
料

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
◆

○
講
師　

川
畑
憲
子
氏

　
　
　
　
（
九
州
国
立
博
物
館
主
任
研
究
員
）

○
日
時　

平
成
29
年
１
月
14
日（
土
）午
後
２
時
よ
り

○
会
場　

美
術
館
常
設
展
示
室　

有
料

◆
螺
鈿
実
演
と
ト
ー
ク
◆

○
講
師　

前
田
孝
允
氏

　
　
　
　
（
沖
縄
県
指
定
無
形
文
化
財
保
持
者
）

○
日
時　
平
成
29
年
１
月
15
日（
日
）午
後
２
時
〜
４
時

○
会
場　

美
術
館
常
設
展
示
室　

有
料

◆
展
覧
会
◆

〇
会
期　
平
成
29
年
１
月
14
日（
土
）〜
２
月
19
日（
日
）

〇
観
覧
料　

一　

般　

８
０
０
円（
６
０
０
）

　
　
　
　
　

大
学
生　

６
０
０
円（
４
０
０
）

　
　
　
　
　
高
校
生
以
下
無
料（　

）は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

ポ
ー
ラ
美
術
振
興
財
団
助
成
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ア
ジ
ア
に
広
が
る
螺
鈿
の
文
化
と
歴
史
」

　

螺
鈿
と
は
、漆
器
の
表
面
を
貝
で
飾
る
技
法
で

す
。ヤ
コ
ウ
ガ
イ
や
ア
ワ
ビ
な
ど
の
真
珠
層
が
、漆

の
光
沢
と
競
い
合
う
よ
う
に
七
色
に
耀
く
螺
鈿
漆

器
は
と
て
も
幻
想
的
で
、人
々
は
そ
の
虜
に
な
り

ま
し
た
。

　

琉
球
で
は
、14
世
紀
に
は
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
を
中
国
・

明
王
朝
へ
献
上
し
て
い
ま
す
。近
世
琉
球
で
は
、螺

鈿
漆
器
と
し
て
完
成
し
、中
国
皇
帝
や
日
本
の
大

名
へ
の
重
要
な
贈
物
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、日
本
や
中
国
、朝
鮮
半
島
、タ
イ
や
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
な
ど
の
国
々
で
も
、螺
鈿
漆
器
の
技
術
や

歴
史
が
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。ア
ジ
ア
各
地
の

螺
鈿
は
、そ
の
民
族
の
豊
か
な
美
意
識
に
支
え
ら

れ
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、日
本
や
韓
国
、ヴ
ェ
ト

ナ
ム
、タ
イ
の
螺
鈿
作
家
や
研
究
者
が
、そ
の
魅
力

や
特
色
を
お
伝
え
し
ま
す
。螺
鈿
と
い
う
共
通
の

漆
芸
を
通
し
て
、互
い
の
文
化
や
民
族
を
確
認
し
、

次
世
代
に
交
流
が
繋
が
る
機
会
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

報
告
者
は
、北
村
昭
斎
氏（
日
本
・
人
間
国
宝
）、

李　

姫
氏（
韓
国
）、安
藤
彩
英
子
氏（
ベ
ト
ナ
ム
）、

高
田
智
仁
氏（
タ
イ
）、ウ
ィ
ラ
ヤ
ー
・
ジ
ャ
ン
タ
ラ

デ
ー
氏（
タ
イ
）で
す
。

○
日
時　

平
成
29
年
２
月
５
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時
30
分

○
場
所　

浦
添
市
て
だ
こ
ホ
ー
ル

※
入
館
無
料

琉
球
の
漆
文
化
と
科
学
２
０
１
６

　
　
　
　
　
　
〜
螺
鈿
と
文
化
〜

　

去
る
11
月
19
日（
土
）に
、明
治
大
学（
本
多
研
究

室
）と
共
同
主
催
の「
琉
球
の
漆
文
化
と
科
学
」を

当
館
講
堂
に
て
開
催
し
ま
し
た
。今
回
は
１
月
14

日
よ
り
開
催
の
企
画
展「
き
ら
め
き
で
飾
る
ー
螺

鈿
の
美
を
あ
つ
め
て
ー
」に
あ
わ
せ
た
内
容
で
開

催
。県
内
外
か
ら
一
一
五
名
が
参
加
し
、最
新
の
研

究
報
告
を
紹
介
し
た
ほ
か
、改
め
て
螺
鈿
の
魅
力

を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

内
容
は
、「
螺
鈿
に
利
用
さ
れ
る
貝
類
」（
黒
住
耐

二
氏
・
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
）、「
ア
ジ
ア
の
螺
鈿

史
瞥
見
ー
真
珠
光
沢
へ
の
希
求
ー
」（
小
林
公
治

氏
・
東
京
文
化
財
研
究
所
）、「
首
里
城
跡
発
見
の
螺

鈿
破
片
」（
瀬
戸
哲
也
氏
・
沖
縄
県
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
）、「
琉
球
螺
鈿
を
科
学
す
る
〜
マ
イ
ク
ロ

ス
コ
ー
プ
で
み
た
貝
の
切
断
面
」（
神
谷
嘉
美
氏
・

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
）、「
琉
球
螺
鈿
の
復
元
」（
宮
城
清
氏
・
伝
統

工
芸
士
）を
報
告
。資
料
観
察
会
と
し
て
首
里
城
銭

蔵
よ
り
発
掘
さ
れ
た
貝
片
と
宮
城
氏
の
螺
鈿
資
料

の
展
示
・
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
に
よ
る
貝
の
観
察

を
行
い
ま
し
た
。

嶋
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
寄
贈

　

去
る
10
月
14
日（
金
）に
本
市
教
育
長
室
に
お
い

て
、嶋
田
正
俊
氏
よ
り
御
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

昭
和
10
年
頃
の
沖
縄
の
漆
器
等
13
点
と
首
里
の
織

物
２
点
の
感
謝
状
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。　

　

こ
れ
ら
の
作
品
は
、嶋
田
氏
の
父
で
あ
る
嶋
田

正
雄
氏（
当
時
大
蔵
省
勤
務
）が
沖
縄
振
興
策
関
連

で
来
県
し
た
際
の
土
産
や
自
身
が
購
入
し
た
漆
器

が
中
心
で
す
。入
手
時
期
や
所
蔵
者
な
ど
の
来
歴
、

当
時
の
先
端
の
漆
器
が
ど
の
よ
う
な
物
で
あ
っ
た

の
か
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
当
館
が
収
集
し
て
い
な
い
英
文
字
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
箱
型
菓
子
器
の
セ
ッ
ト
や
銀
箔
の

大
胆
な
波
文
様
を
あ
し
ら
っ
た
菓
子
器
の
ほ
か
、

「
沖
縄
漆
工
藝
組
合
」の
銘
が
あ
る
漆
器
も
あ
り
、

近
代
日
本
の
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
流
れ
に
そ
っ
た

品
物
を
沖
縄
で
も
制
作
し
て
い
た
こ
と
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。　

　

沖
縄
の
漆
芸
史
に
欠
か
せ
な
い
作
品
で
あ
り
、

当
館
で
は「
嶋
田
コ
レ
シ
ョ
ン
」と
し
て
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

花鳥蒔絵螺鈿聖龕（サントリー美術館蔵）

 朱漆波文箔絵菓子器

 ▼研究報告の様子

▲マイクロスコープ
　による観察

▲首里城跡から発見されたヤコウ
     ガイ（埋蔵文化センター所蔵）

 朱漆英文字漆絵箔絵菓子器

 

▶

展示室内でのグループワーク風景

第
17
回
浦
添
市
小
中
学
校
美
術
作
品
展

　
　
〜
特
別
賞
受
賞
作
品
決
ま
る
！
〜

　

本
展
は
、当
美
術
館
が
市
内
の
小
中
学
校
、特
別

支
援
学
校
の
美
術
教
育
と
連
携
し
て
実
施
す
る
自

主
企
画
展
で
、今
年
で
17
回
目
を
迎
え
ま
す
。本
市

の
児
童
生
徒
が
美
術
館
に
展
示
す
る
作
品
の
制

作
、展
示
、鑑
賞
す
る
一
連
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
、豊
か
な
感
性
と
限
り
な
い
創
造
力
を
ひ
き
だ

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
各
校
か
ら
選
抜
さ
れ
た
優
秀
な
作
品

2
5
4
点
が
出
品
さ
れ
、去
る
11
月
上
旬
に
は
審

査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。決
定
し
た
市
長
賞
を
は

じ
め
と
す
る
特
別
賞
受
賞
作
品
は
、会
期
初
日
の

表
彰
式
に
て
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　

展
覧
会
で
は
、出
品
作
品
を
一
堂
に
展
示
す
る

他
、市
内
幼
稚
園
児
の
作
品
、キ
ン
ザ
ー
小
学
校
の

招
待
展
示
、小
さ
な
絵
展
も
あ
り
ま
す
。学
校
で
の

行
事
や
日
頃
の
生
活
、好
き
な
も
の
な
ど
、伸
び
に

表
現
さ
れ
た
作
品
は
ど
れ
も
豊
か
な
感
性
が
光
り

ま
す
。ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
！

○
主
催 

浦
添
市
・
浦
添
市
教
育
委
員
会

○
会
期　

12
月
21
日（
水
）〜
１
月
８
日（
日
）

冬
の
子
ど
も
体
験
教
室　

　
　
（
生
徒
募
集
）

●
集
ま
れ
！
書
く
こ
と
大
好
き
っ
こ

○
内
容　

筆
以
外
の
素
材
で
ア
ー
ト
書
初
め
を
す
る
。

○
実
施　

１
月
22
日（
日
）

○
時
間　

10
時
〜
12
時
30
分

○
定
員　

小
中
学
生　

15
名

○
費
用　

５
０
０
円
程
度

○
講
師　

田
場 

珠
翠
氏（
筆
文
字
あ
ー
と
）

○
申
込　

12
月
13
日（
火
）〜
１
月
６
日（
金
）

実
習
教
室

●
螺
鈿（
ら
で
ん
）教
室

○
内
容　

銘
々
皿
に
貝
で
文
様
を
付
け
る
。

○
期
間　

１
月
14
日（
土
）〜
２
月
18
日（
土
）

　
　
　
　
（
毎
週
土
曜
日　

全
６
回
）

○
時
間　

午
後
２
〜
４
時

○
定
員　

10
名

○
費
用　

３
５
０
０
円
程
度

○
講
師　

後
間  

義
雄
氏

　
　
　
　
（
伝
統
工
芸
士
・
沖
展
会
員
）

○
申
込　

11
月
15
日（
火
）〜
12
月
21
日（
水
）

●
切
り
絵
教
室

○
内
容　

切
り
絵
の
技
法
を
学
ぶ
。

○
期
間　

３
月　

全
３
回

※

各
教
室
の
詳
細
は
、美
術
館
ま
で
お
問
合
せ
下

　

さ
い
。

※

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。浦
添
市
在
住
・

　

在
校
・
在
勤
・
未
経
験
者
優
先
と
な
り
ま
す
。ご

　

了
承
く
だ
さ
い
。

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

●
第
22
回
沖
縄
県
中
学
校
総
合
文
化
祭

　
　
　
　

主
催
・
沖
縄
県
中
学
校
文
化
連
盟

○
日　

時　

12
月
10
日（
土
）・
11
日（
日
）

○
観
覧
料　

無
料

○
内　

容　

沖
縄
県
の
中
学
校
・
特
別
支
援
学
校

中
学
部
の
生
徒
に
よ
る
美
術
・
書
道
な
ど
の
展
示

を
行
い
ま
す
。

●
絵
画
の
行
方
ー
山
城
茂
徳・山
内
盛
博
二
人
展

　
　
　

主
催
・
同
展
実
行
委
員
会

○
日　

時　

２
月
22
日（
水
）〜
３
月
５
日（
日
）

○
観
覧
料　

無
料

○
内　

容　

絵
画
分
野
に
お
い
て
特
に
平
面
に
こ

だ
わ
り
、絵
画
表
現
の
あ
り
方
を
追
求
し
て
い
る

２
人
の
作
家
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

●
第
43
回
　
沖
縄
県
工
芸
振
興
セ
ン
タ
ー
展

主
催
・
沖
縄
県
工
芸
振
興
セ
ン
タ
ー

○
日　

時　

２
月
16
日（
木
）〜
２
月
19
日（
日
）

○
観
覧
料　

無
料

○
内　

容　

沖
縄
県
工
芸
振
興
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
た
、技
術
者
養
成
事
業（
織
物
・
紅
型
・
漆
芸
・
木

工
芸
・
工
芸
製
法
・
金
細
工
）の
研
修
生
と
感
性
価

値
創
造
事
業
に
参
加
さ
れ
た
受
講
生
の
作
品
約
２

５
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

第
６
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会

　
10
月
27
日
か
ら
三
日
間
か
け
て
行
わ
れ
た「
世
界

の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」で
は
、七
千
名
余
り
の

県
系
人
が
沖
縄
を
訪
れ
ま
し
た
。当
館
へ
も
、ペ

ル
ー
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
メ
リ
カ
な
ど
へ
移
住
さ
れ
た

浦
添
出
身
の
県
系
人
九
八
名
が
お
越
し
下
さ
り
、

伝
統
的
な
漆
器
の
名

品
を
鑑
賞
し
ま
し

た
。シ
ン
メ
ー
ナ
ー

ビ
や
豆
腐
箱
な
ど
昔

な
が
ら
の
民
具
コ
ー

ナ
ー
で
は
、懐
か
し

そ
う
に
当
時
の
暮
ら

し
を
思
い
出
さ
れ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

学
芸
員
技
術
研
修
会　
報
告

　

文
化
庁
の
美
術
館
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、

11
月
７
日
に
学
芸
員
技
術
研
修
会
が
当
館
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。こ
の
研
修
会
は
日
々
展
覧
会
の
企

画
立
案
や
制
作
を
行
っ
て
い
る
博
物
館
・
美
術
館

の
学
芸
員
を
対
象
に
、「
よ
り
良
い
展
示
の
作
り

方
」を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

講
師
に
は
東
京
大

学
総
合
研
究
博
物
館

の
洪 

恒
夫
氏
を
お
招

き
し
、他
市
町
村
施

設
か
ら
も
20
名
余
り

の
学
芸
員
が
参
加
さ

れ
て
活
発
に
意
見
が

交
わ
さ
れ
る
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

〈市長賞〉

浦添市美術館
非公式キャラクターの　

うらびぃ  です。
次回展覧会もどうぞ
よろしくお願いします。


